
















補助金（基盤研究 B- 2、「山城国大山崎荘の総合的研究」、研究代表者中島三千男）を得、さらに 2002
年より 3年間にわたり、日本私立学校振興・共済事業団の学術研究振興資金（「山城国大山崎荘の総
合的研究（第二次）」、研究代表者中島三千男）を得て今日に至っている。
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　【成果】これらの共同研究の成果は、『明治政府の社寺支配過程の総合的研究』（1988年）、『山城
国大山崎荘の総合的研究』（2002年）、『山城国大山崎荘の総合的研究』（第二次）（2005年）と 3冊
の報告書において纏められている。また目録の作成という点では、これまで『疋田家文書目録』
（2005年）、『観音寺文書目録』（同年）、『松井幸信家文書目録』（2010年）、『青木繁男家文書目録』
（同年）、『岩井貞之家文書目録』（2012年）を刊行している。
　【今後の課題】研究上では、これまで、報告書として刊行してきた成果を 1冊の著書として纏め
ることを検討している。また目録作成という点では、『離宮八幡宮文書目録』の早期の完成を目指
している。
